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航路部浚渫状況

10月12日に上陸した台風19号（ハギビス）により多摩川河口部に土砂が流入し、浚渫した施工エリアおよび航
路部に大量の土砂が堆積しました。
9月30日にP3-P4径間240mのうち、東京側の橋桁（③）の架設が完了し、続けて川崎側の橋桁（④）、中央の橋
桁（⑤）の架設を行う予定でしたが、これにより、川の水深が浅くなってしまったため、作業船が現場に進入でき
ない状態となりました。
そのため、早期の橋桁架設再開に向け、11月末から多数の船団を投入するなど、急ピッチで浚渫作業を実施して
います。

施工エリア浚渫状況

台風通過直後状況
（2019.10.13早朝 殿町側より撮影）

台風通過直後状況
（2019.10.13早朝 羽田空港側より撮影）

A：橋台のこと（アバット） P：橋脚のこと（ピア） B：架設用の仮の橋脚（ベント）のこと
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橋桁③(9/30架設)

台風19号により大量の土砂が堆積




